
ねねね、ネオニコチノイドってなあに？ 
-新農薬ネオニコチノイドについて“未来に向けたみんなの意見”づくり大公開-  

アドボカシーカフェ 
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今、日本社会では 3.11 原発震災復興という大きな問題に関心が集中しています。このことは当然で
すが、10年、20年後の社会を考えると、他にも沢山対処していかなければならない問題があります。 
その中でも今回の企画は「ネオニコチノイド系農薬」の問題について取り上げます。長年、弊害が指

摘されてきた有機リン系農薬に替わって、特定の昆虫にだけ作用し人体や環境への影響は少ないという
ふれこみでネオニコチノイド系農薬は登場しました。その使用量は、日本においてこの 10 年で 3 倍に
急増しています。それと同時にミツバチの大量死や人間への悪影響が報告されている等の社会的問題
は、まだ一般にほとんど知られていません。一昨年、人気マンガ『美味しんぼ 105 巻』でネオニコチノ
イドについて扱われたことは記憶に新しいことでした。 
 そこで、この問題について私たち市民はどのように考えていくべきなのか、そして未来に向けてどの
ような対応をすべきなのか、多面的な視点から考え議論をする「アドボカシーカフェ」を全４回シリー
ズで開催します。皆さんとともに、自分たちの未来を自分たちで選択していく一つの行動指針をつくり
上げたいと思っています。 

  第１回アドボカシーカフェテーマ「ミツバチからのメッセージ」(事前申込制 定員 30 人) 
 日時：3月 17日（土） 13：30 ～17：30  
 場所：新宿区歌舞伎町2-19-13  ASKビル 4F会議室  
 資料代：500円 
ネオニコチノイド系農薬の特徴（神経毒、浸透性、残存性）により、標的とする“害虫”だけ	 

	 でなくミツバチをはじめ多くの昆虫や鳥に悪影響を及ぼしている養蜂被害の現場の声を聴きま	 
	 す。一方、ネオニコチノイドを使えないと困る農業生産現場の声を聴きます。異なる 2つの	 
	 現場から学び、参加者の皆さんとディスカッションしてより多面的に問題を捉えたいと思います。	 
	 

	 	 講演者	 
     	 後藤和明氏(らでぃっしゅぼーや株式会社・Radixの会)      	 
       	 	 らでっしゅぼーや株式会社農産部長として、安全で環境にやさしい商品	 
        を選ぶという持続可能なライフスタイルを提案し続けている。その一	 
        方、らでぃっしゅぼーや株式会社と取引を通じてつながる生産者・メー	 
        カー有志によって組織される非営利の任意団体 Radixの会常任理事として	 
        環境保全型生産の普及に務める。	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 藤原誠太氏(養蜂家・ネオニコチノイド系農薬の使用中止を求めるＮＧＯネットワーク代表）	 
        創業明治 34年の藤原養蜂場の３代目で日本在来種みつばちの会会長。	 
        人体にも環境にもほとんど無害ということで許可され、使用拡大が進	 
        むネオニコチノイド系農薬の使用を止めることは重大な責務と考え、	 
        ネオニコチノイド系農薬の使用中止を求めるＮＧＯネットワークの代表	 
        を務める。	 
        	 
         

 

 


